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レ.，い

墨ffl区金属グレス加工零細経営の分析（下）

— -事 例 研 究 一 一

渡 辺 幸 男

目 次  

はじめに

I 統ft•分 析 （以上72卷6 号） 

n ぎ例研究（以下本号）

1 . 開業時の製品，用途とその後の変遷

2 . 現在加工している部品の製品.用途別くみあ 

わせ

3 . 流通ルートの多様性

4 . 受注先の開拓方法

5 . 仲間仕事の存在

6 . 各零細経営の特色 

m 小 括

本稿の（上）（本誌72巻6 号）で行 っ た統計分析の結 

果明らかにされた，墨田区金属プレス加工零細経営の 

層全体としての特色は，要約するならぱ，以下の2 点 

，になる。

①金属プレス加工を主たる加工工程としている零 

細経営を， 1 つの層として把捉すると，零細経営層内 

の諸経営間には，業種等の面での多様性が存在するこ 

と。

②零細経営自体も下請をもっていることに端的に 

ま現されているように，零細経営を単なるピラミッド 

型下請階曆構造の最末端の存在とのみ位腿づけられな 

，い。下請関係も含めた零細経営の横のつながりもかな

り存在していることが示唆されたこと。

これら2 点が，個別零細経営のどのような具体的状 

況を反映しているかを，事例例証的に明らかにするこ

と力ぐ本稿（下）の第 1 の課題である。①の具体的内 

容を明らかにするためには， 多様な業種に分布する 

(多な製品が零細経営の加工対象として存在しているとい 

う意味で）零細経営の，業糖の移り变わり， 移り変わ 

りのあり方学を具体的に把撞することが必耍である。 

その上で金厲プレス加工零細経営が,プレス加工を行 

うまとまった1 つ層として把握されるべき存在であ 

ることを示す必要がある。これらは現行業種分類によ 

り恣意的に一括された存在ではないのである。

. ②との関速では，統計的事^実から示唆された金属プ 

レス加工零細経営間の生/ま上の横のつながりの存在が， 

具体的にどのような内容を持ち，機能を果たし，零細 

経営層の存立という视点からどのような評価をうける 

ぺきかが，問題としてとりあげられる。

瓜 の r小括J では， I と]!との分析を通して得られ 

すこ, 金属プレス加工零細経営層の具体像をもとにして， 

これら零細経営の存立条件と機能は何かという点につ 

いて考察を加える。これが本稿の第2 り課題である。 

ただし，限定された料の分析を通した考察であるが 

ゆえに，本稿での存立条件等:の解明は，ごく限定的な 

内容を持つに留まる。

E 事例研究

本稿で利用する墨[IJ区金属プレス加工零細経営の事

例は，全部で 1 6事例である。 これらの事例は， 1979

年 6 月から7 月にかけて，霖細経営の業主およびその 
_  (1)(2) 

家族に筆者が直接面接することによって集められた。

注（1 ) これらの事業所は，いずれも常時従業者が4 人以下である。業主ほらが商接プレス加工に従# t ることにより，初め 

て経営が成！)立ち，生活が雄持されている?が業所がはとんどである。このような方々のめ力を得て，短くて1時問，普 

通2 時問，長い時は311挑 j以上にわたゥて贵世な時間をさいていただいて，ここでまとめた斯例が集められたのであ

— - 140(638)
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墨田区金属プレス加工零細経営の分析（下）

これらのギ例を-^覧まにしたのが，表 1 である。表 1 

には，聴取した内容の耍めと各経営の特色を，簡取に 

記しておいた。以下では，これらの事腕を利用し， I 

の統計分析からうかびあがった問題について，’検討を 

加える。

1 . 開業時の製品，*用途とその後の変遷

I の統評分折でできるのは，零細経営が調査時点で， 

どのような加工をどのような製品•用途向けに行って 

いるかを捉えることだけやある。そこで，ここでは各 

徊別経営の現在の製品，用途との関連を念頭におきな 

がら，開業時以来加工している製品*用途にどのよう 

な変化があったかをみることにする。

16の事例の開業時期は実に様々である。しかし，開 

業時に主として加工していた部品參の製品 . 用途は， 

いくつかにまとめることができる。（表2 参照）1 6件中 

9 件の事例が玩具部品のプレス加工を,開業当初の主 

たる製品，用途としている。残りは，和傘の金具，雑 

多な仲間仕事，袋物用金具等の雑貨の部品と，電球の 

口金といった雑貨的な電気器具部品となっている。墨 

旧区が雑貨0 製造の地であったこと，金属プレス加工 

業者の主たる加工品が金属玩具の部品であったことを， 

^^れらの開業時製品の分布は物語っている。 ’

以上のことと同時に注目すべき点は， これら 1 6 の 

表 2 開業時加工製品

回答数

玩具部品 9

雑多な仲問仕事 2

和傘の金具 1

装物金具 1

電気器具部晶（電球の口金等） 2

時計バンド 1

計 16

事例のうち，現在まで開業当初と同じ製品，用途の部 

品を加工している零細経営は，一貫して玩具部品を加 

エしている1 件と袋物金具を加工している1 件との計 

2 件の零細経営だけであるという本実である。ま 3 は， 

各経営の加工している部品の製品，用途の変遷をとり 

だしてまとめてある。表 3 をみるならぱ，上記 2 件を 

除ぐ経営が，いかに多くの製品，用途の異なる部品の 

加工への移行を経験している力、がわかるであろう。個 

別経営内での何らかの製品，用途間の流動性の存在は， 

明らかに認められろ。それゆん，まず問題にすべきは， 

この流動がどのような製品，用途間に生じているか， 

どのような特徴を持つ変'化であるか，という点であろ

このことに関してあげられる特徴は，製品，用途の 

異なる部品への移行がかなり頻繁に行われていること 

と，移行の方向性に一定め方向性があるとはいえない 

ということとであるノ

まず第1 の特徵である頻繁な移行であるが， 1 例と 

してT 工業所をとりあげてみる。T 工業所は，創業以 

来の 2 5年間で，主要加工品が3 回もかわっているこ 

とになる。電気器具部品のメーカーの;#厲下請からス 

タートし，表 3 に示したような，全く異質の製品‘用 

途の部品加工へ大きく移行している。平均すると7 〜 

8 年で移行していることになる。

ただしここで注意しなけれぱならないのは，製品 * 

用の異なる部品加工への移行といっても，あくまで 

も主力加工品の移行であるということである。つまり， 

いくつか手がけている製品.用途の異なる部品加工の 

うちの，中心的比重をしめる部品加工が変化すること 

により，主力の部品加工が移行する場合が多いのであ 

る。また，場合によっては従来の部品加工も行ってい 

るが，新たに受注した異なる製品*用途の部品加工の 

比重の方が高くなり，主力が移行したりもする。例え 

ば，M製作所ではオイル，ショジタを契機として，主

る。事業所の名簿を頼りに，一方的に電話で面接をお願いしたにもかかわらず，心よく時間をさいて下さった樂あの方 

に々, 厚く感謝の意を表したい。
ただしこのように応じて下さった方は，零細経営の性格上，多少なりとも業主に余裕のある経営の力に限られ易い 

といえる。余裕にはいろいろな意味があるといえるが，極庇に忙しい方や気持の上で余裕のない方には，断られたとみ 
るととができる。事t英，電話をかけてぼ諾してくれた方は，5人に1人位の割となっている。この意味で事例班究に偏 

りがでてくるのはさけられない。絲I十分析と関速づけて理解する必廣があろう。

注（2 ) 本塾学事振與資金にiyづく研究補助を受けて，本調査を実施した。また，調査の突施にあたっては，.本塾経济学部生 

(調查当時）の, 本m寬ぃ池洽匿司，小川-糸の3君の協力を得た 

( 3 ) 古い零細経営としては大正ィP代 （1917年）開業のものもある力S 今回の調查事例では，戦後U牒がは.とんどである。 

ホでも多いのは，1950年代後平で7 件あるb ついで，60年代後半の3,件，60年代と50年代の両方の前半の各れI:, 40年 

代後半の1件となっている。
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墨ra区金厲プレス加工零細経営の分析（下）

たる加工が卓球用具部品から電気l i 械器具関係の部品 

に移行したが，とれは従来から加工していた電気機器 

関係の部品加工の比重が高まった結果である。現在も 

受注量は城少したが，卓球用器具部品のk エも行って 

いる。

次に第2 の特徵である製品 . 用}^移行の方向とい 

うことである力，、,とれは一定の方向性があるとはいえ 

ない。むしろ，そのb.:?々 に個別経営にとって仕事が増 

加している製品 . 用途の部品が，主力になっていると 

理解されよう。例えば，ま 3 をみてわかるように，雑 

貨の部品から機械の部品への移行というような方向性 

も存在しない。

ただし， 1 つだけここでい免ることは，玩具部品の 

加工から出発した経営は，脱玩具という方向性が一*般 

に存在し，玩具部品の加工から移行した後に，再度玩 

具部品を主力加工部品にすることはないということで 

ある。この事実は，かつて金属プレス加工零細経営が 

多数発生する母体となって、た城東地区の金属玩具製 

造が，プラスチタク製玩具におざれ，輸出不振に陥り， 

急速に縮小していることを反映している。また，墨田 

区の金属プレス加工集0 は金属玩具部品加工によって 

形成されながらも，そこから脱皮し，より幅の広い受 

注活動を行いえているということも反映しているとい 

免る。

以上みてきたように，墨旧区およびその周辺のま業 

構造の変化が，全体として，金属プレス加工零細経営 

の加工する部品の製品•用途分布の変化をもたらして 

いる。しかし脱玩具の方向性以外，何らかの移行の方 

向性はみいだされない。

また，このような製品.用途の異なる部品への移行 

の事実は，プレス加工の零細経営として存在し個別経 

営の歴史を形づくってきていることを示しているとい 

える。ただし，袋物金具を小型のプレス機を使用して 

加工している零細経常1 事例は， 他の 1 5事例と異な 

り，他の製品，用途の部品加工への移行の可能性をも 

っていない。これは小型のプレス機を使用するといっ 

ても，主たる加工工程は手加工であり，他のプレス加 

エ零細経営とは全く加工内容がことなることによる。

この意味で手加工を中心とし一部プレス機を使用する 

袋物金具加工零細経営のような暦は，一般の金腐プレ 

ス加工零細経営集0 と別個の肩として扱うべきであ

る,

2 . 現在加工している部品の 

製品 •用途别くみあおせ

結論的には，前項で確認された結果を，再度例証す 

る,ことにもなるのだが，現在これらの零細経営が，製 

品 ’ 用途別にみて，どのような部品のくみあわせで加 

エを行っているかをみることにする0 (表3 の□でかこ 

った部分を参照）

この表で第1 に注目すぺきことは，加工している部 

品の製品 * 用途別をみると，現在単一の製品，用途の 

部品のみを生産しているといえるのは，16件中 3 件の 

事例̂にすぎないということである。この3 件は， 1 社 

専属のデンドーバン部品加工のY 製作所，玩具部品加 

エのK iプレス（受注先企業3 社)，袋物金具加工のKM  

(受注先企業ラ社）である。あとは，いずれも複数以上 

の製品•用途の部品加工をしている。そのくみあわせ 

をみると，11件の事例までが，電気機械と输送用機械 

の部品のいずれかあるいは双方を加工する一方で，各 

種のI I貨部品も加工している。しかも，現在機械部品 

の加工を行っていない2 事例も，過去には自動部品 

ないしは電気機械部品を主力加工品としていた時期が 

ある。

I で分析したアンヶ一ト回答結果では，機械部品と 

雑貨部品とをくみあわせて加工していると記入した零 

細経営は，いくつかみられたものの，決して多数では 

なかった。しかし，実際に業主に面接し聴取りをする 

ならぱ，両方の部品をくみあわせて記入しなかった零 

細経営でも，どちらかを主力の加工部品としながらも， 

雨方の部品を加工している場合が多いのである。今回 

の調查事例では， 1 6件中 1 1仲と 7 割近くが，雨方の 

部品をくみあわせて加工していることになろ。また， 

現在両方を加工していなくとも，過去に機械部品を加 

エした上述の2 事例を加えると，13事例までが該当す 

ることになる。

, 個別経営の加工部品の描移をみた前項と，本項で確 

認された事実をふまえるならぱ，金厲プレス加工零細 

経営層内での加工している部品の駭品•用途の多様性 

は， 個別経営が金属プレス加工業者として多様な分 

野 •菜種から受注をしていること，しかもそれが流動 

的であることの反映であるといえる。すなわち，この

注（4 ) 城束地区の金厲玩具製造業自休の動向については，s ：̂)|:逸友r玩具製造菜J (来京都労働簡**鬼☆の家内労働一一來 

京都家内工業業種別実態調査結iR報告書—— J 1977年3 月，\ 1 ) を参照0 
( 5 )  r i 統g|'分析j ( r 三旧学会雑誌』72巻6 号）の,ま2 を参肌>

■—  H 7  ( " 5 ) ——
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r三旧学会l i誌J 73卷 4 号 （1980ヤ.8 月）

多様性は，特定の製品，用途の部品加工に車業化した 

5̂ ?細経営が，多様な製品 ‘ 用途向に存在し，相互に流 

動性がなく，単に金厲プレス加工をしていることで業 

種分類上結果的に， 1 つの層として把握される，とい 

う状況を皮映するのではないのである。

3 . 流適ルートの多様性

I の統計分析で明らかにされた流通ルートの多様性 

も，層全体としてみた場合にいえるだけでなく，個別 

零細経営内で、も存在している。これは，個別ぎ細経営 

が多様な勉品‘用途の加工を同時並行的に行っている 

場合が多いことと対; している。今回の聴取調査では, 
1 6件中少くとも 9 件の事例で， 下請企業と製造問屋 

(あるいはいわゆるメ一カー）や商社，問屋との双方の 

業態の流通ルートをもつことがfii認された。（ま 4 参 

照） •

具体的にみるならぱ，機械部品の受注先の多くは機 

械完成品メーカーの下請企業である場合が多く，数次 

の下請として零細経営はくみこまれているのである。 

他方，その同じ零細経営■が，ライター部品の加工業者 

としてはライターメーカ一の1 次下請となり，玩具部

カー （製造機能をほと 

ま

た，輸出商社の直接の下請をしている場合もある。こ

表 4 墨田区金属プレス加工零細経営の受注先の

業態

品加工業者としてはいわゆるメ 
( 6 )

んどもたないまとめ屋）の下請企業となるのである

完成品 下請部品
メーカー

製造問屋 -
メ'—カー

商 社 ， 
問 屋

回 答  
企業数

8 9 3 6 15

のような流通ル， 

いる。

トの多様な零細経営が多数をしめて

4 . 受注先の開拓方法

異質の業態から， しかも地域的に興な( I〉多様な製 

品 . 用途の部品につい'新たに受注先企業を開拓す

ることは，どのようにして可能になろのであろう力、。 

この点でもっとも重耍な点は，同じような金屈プレス 

加工零細経営が大量に密银して存在することにより， 

いつも機械をま分で操作していなけれぱならな、零細 

経営主でもちょっとした暇をみつけて， 仲 間 （同業の 

友人）と情報交換ができるということである。同業者 

だけでなく，金厲プレス加工業に密接に関連する金型 

製造や材料販売の小零細企業が多数存在することも， 

同様な意味で重要な点である。

これらの同業の友人，出入りしている全型製造業者 

や材料商を通して，新たな仕事が紹介される。この場 

合重要なことは，紹介者が同業の友人なり出入りして 

いる金型屋であることから，紹介したい仕事の内容や 

発注者の信用程度も，紹介する先の零細経営主の技術 

力や信用度も，かなり熟知していることである0 新規 

の受注先，発注先を探している企業にとって，親しい 

紹介者による紹介であることが，信用のおける発注者

や零細経営主を探しだす，ほとんど唯一のすべなので
C8)

ある。

零細経営主の言葉を借りれぱ,『うちでは今仕事が 

忙しくて，これ以上やれないけど，A の所に行けぱや 

れるんじゃないのj という形で発注先を紹介し，「今 

仕まが̂なくて遊んでいるんだけど，何かいい仕事がな 

いかな？J といって，新たな発注先を探しに友人の所 

に行くのそ'ある。

5 . 仲間仕事の存在

4 で述べたことと密接に関速することであるが，仲 

間に，仕事が忙しくて自分だけでは手に余る時に手助 

けしてもらい，仕事がない時に仕事をわけてもらうこ 

とがある。これは同業の同じような零細経営主の間で 

の一種の外注関係である。 上述の仕事の紹介ではな 

く,一時的な臨時的な仕事のやりとり外注関係なので
(9 )

ある。

このような零細経k 問の横のつながりの存在は，一 

時的な受注の過不足を補完する関係として，各零細経

注（6 ) 三;Jj:逸友 r玩具製造勤（前揭）1 ).288参照。

( 7 )  r [ 統計分析」のま5 , ま6 を参照。

( 8 ) このような旧係については，機賊関速の部品加工を中心とする;iK京‘の城衛地城の落細経営との共通のrfiiが多 <：みられ 

る。ここでは，このようなほ)係の-#在の指摘にとどめた。詳しくは，拙搞 r大都Tfnこおける機械工業密細経営の機能と 

存な驻盤-----------柬jijt都城衛地域の場合------ J び三学会を鶴お』72巻2 せ）P，90~1>.92を参照。

( 9 ) 界細経営injの外注f刘係には，これとは舆なる恒常的な外注下請旧係もある。とれも通常仲間仕Jifとよばれるが，仕Jjf 
の受注における一時的繁閑を調節する; 互的な外注旧係とは区別して者-える必要がある。とこではあくまでも後者をさ 

している。前者については，零細経常の特化め一形態として後で检;时を加える。 ■

1 4 8 (6 ^ 6 ^

*

で



墨ffl区金厲プレス加工零細経営の分析（下）

営の受注の安走化をもたらす，1つの要因となってい活維持のためのみの経営維持であることが，半央業的

るといえる。

6 . 各零Iffl経營の特色

墨ffl区金属プレス加工零細経営は，これまで述べて 

きたような点以外に，個別零細経営として独!^の特色 

を持つ経営が多い。以下では，この点について1事例 

ずつ述べていく。

受注先の製品.用途が一である，例3 つをまずと 

りあげる。M K は先にも铺単にふれたように，プレス 

機械を所有していても，手加工中心の袋物金具製造で 

あり，プレス加工零細経営集団からはずしてとらえる 

べきである。殘り2事例は，受注先力《単一の製品♦用 

途であるのは，個別経営的に-^般の墨旧区金属プレス 

加工ぎ細経営とは異なる状況にあることによるといえ 

る0

まず，Y 製作所の場合であるが，ここは墨田区外の 

商社の1社；#属下請としてプレス加工を行っている。

1社專厲になっている理由としては，業主が職人気質 

の人であり，お店意識が强 < , 積極的に受注を開拓し 

ようとしないことがまずあげられる。いま1つの理由 

は,墨 (II区内の旧本所区にY 製作所は立地しているの 

であるが，金属プレス加工業の集中立地地域が同じ墨 

m 区内でも旧向島区に移動してしまったため，* 地の 

関係でこの零細経営は他の霉細経営との横のつながり 

を失ってしまい，多様な受注先を確保しえなくなった 

ことにある。この後者の理由がより強く働きその上に 

前者の業主の性格が孤立イ匕を一層锁めているといえよ 

う。いわばこの経営は，旧本所区に残存することによ 

.り，孤立イ匕してしまい，零細経営としても衰弱し，経 

営を不安定化させている存在といえる。

単一の製品•.用途の受注先とのみ結びついている3 

番目の事例は，60歳近くの夫婦が自分の生活費を得ら 

れれぱよいということで，手慣れた玩具部品め仕事の 

みを行っている，K i プレスの例である。受注先企業 

として常時3社と取引しているが，いずれにしても衰 

退傾向にある金属玩具の部品のみの加工であるため， 

仕事の安定的確保は困難である。仕本を体む日が多く 

なってきている。しかし，あえて別の製品，用途の部 

品加工に手を出すのも，面倒であるとして，その状況 

を甘受している。玩具部品以外の仕事の多くが，玩具 

部品の加工よりも扱い上T 寧な加工作業を要求される 

という点も，他に手をださない1つの大きな斑由であ 

る◊ 高齡化による労働の柔軟性の退化と夫婦2人の生

就秉形態をとらしているといえる。

以上の3 事例以外は，いずれも複数の製品•用途の 

部品加工を行っている力;，その中の7 事例については， 

その経営に特に大きな特色があるわけではない。T エ 

業所, 0 製作所， I プレス， T プレス，S 4 製作所，

プレス，M製作所がそれである。 これらは墨旧区 

金属プレス加工零細経営の平均像を示すともいえる。 

つまり，自らプレス加工に専心し，しかも複数の製品 

，用途の受注先から受注し，かつ仲間を通じて仕事の 

安定化をはかっているi , 端的に表現しうるグル一プ 

である0 なお，このホのKjiプレ；=< とT プレスの2 事例 

は，プパートあるいは贷駐Sfl場を所有することによっ 

て，別途の収入源をもっている。これにより経営の安 

定化につとめているが，しかし，本業である金属プレ 

ス加工の経営については，他の 5 事例と格別の差異は 

みいたされない。

残りの6事例は，経営上他の零細経営と一味違う内 

容をもっている。その詳細につ、、ては表1の各3̂ 細経 

営の特色について記入した欄をみていただきたい。

外注中心になり細経営のオルガナイザー的存在に 

なっているSi製作所。自動機を導入し，その上でも 

う一工夫して受注を安定化させているSg製作所およ 

びK 製作所。金型製作技術をもつことを生かし，かな 

り難しい加工をこなすことにより好成績をあげている 

Y 工業。大型プレス機に特色をもつS3製作所。他で 

は余りやりたがらない小口ット飛び込み仕ざ大敏迎で， 

エ賞単価を高くとりながらうまく経営を成り立たせて 

いるN 製作所。これらのように6事例は，他には余り 

みられない特色をもち，その特色によって，を厲プレ 

ス加工零細経営層内での特化を果たしているといえる。 

金属プレス加工ぎ細経営の層としての大量存在は，決 

して一様な特色のない賞加工業者だけから成り立って 

いるものではない。層自体が他地域では余りみられな 

V、特色を保持していると同時に，層内部でも大量存在 

を背景として，独自め社会的分業が成立しているので 

ある0 , 、

i n 小 括

Iの統11,分析，D の事例研究からえられた結探:を要 

約し，その上で墨田区の金厲プレス加工零細経常の存 

立基盤*機能として何が示唆されるかを明らかにする0

I , II 0 分析結果から墨ffl区金属プレス加:！:零細経
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営像を描いてみるならぱ，次のようになるであろう。 

この場合，くり返しになるが袋物金具製造の零細経営 

は，プレス加工業者として他と競争しているわけでは 

ないので，除いて考える必要がある。

これらの零細経営の多くは，玩具部品を中心とした 

雑貨部品の加工でもって経営を開始した。しかし，そ 

の後の主力加工部品の製品* 用途の変;遷をみると，製 

品 ，用途の大幅な资更を何度も行っている経営が多い。 

さらに，現在加工している部品の製品•用途が，舉ー 

であるのは少数であり，多くの零細経営がいくつかの 

受注先企業をもち，製品*用途の異なろ受注先企業を 

くみあわせて，受注量の安定的確保をめざしていろ。 

しかも，受注先企業の範囲は墨田区内や城柬地城だけ 

に腺られず，より広いtiff lに及んでいるのである。

これらの事実は，金属プレス加工零細経営として本 

稿でとりあげた層が，プレス加工の専業者として，周 

辺からも含めてプレス加工部分のみを受注していろ， 

加工特化の娘団なのであり，加工特化した银団内で相 

互の® 接的競争が行われていることを示している。

また，プレス加工に特化した集0 だからこそ，城廉 

を中心とした肩辺の産業構造の変イヒに対応しながら， 

個別経営は受注先企業の製品，用途を柔軟に移行せし 

めえたのである。これは何も業種転換をしているので 

はなくズ，本来的なこれらの零細経営のあり方から， 

直接的に帰結するま態なのである。

以上のようなプレス加工特化免団としての経営を各 

個別経営に可能にしている条件として， 2 つの点が重 

要になる。 1 つは，多様な業糖からの受注を可能にす 

る当然の条件として，これらの零細経営染団の立地地 

域およびその周辺に，多様な金属関速の業種の企業が 

大量に染债立地しているということである。これは墨 

旧区の京浜工業地帯内での地理的位置と，京浜工業地 

带の金属関速業種の多様性との2 点からもたらされて 

いるといえる。

いま 1 ゥは，これらの周辺の好条件を利用しうる。 

零細経當振邸侧にとってのメカニズムの；jfl:在である。 

つまり，零細経営の密银立地に基礎をおいた零細経営

間および関連業者との横のつながりが存在することに 

よる，情報交換機能の発達である。経営主自ら商接加 

エ工程に従事している零細経営にとって，密巢立地に 

もとづく情報交換の容易さこそ，简辺の状況変化に计 

応しうる主要な理由なのである。

このような一般的状況の中で，一部の零細経営は， 

外注中心のオルガナイザーになると力、，大物のみの加 

エを行うと力一定の専門化，特化を行っている。こ 

のように零細経営染団内でも加工のあり方に多様性を 

もつことにより，.集団全体としても多様な要求に对応 

していける’ことになる。

分析結果を要約すれぱ，墨旧区金厲プレス加工後団, 

を以上のようr いうことができる。墨旧区の金厲プレ 

ス加工零細経営が，このような存在形態を保持してい 

るということは，これらの傻団のどのような機能とそ 

の機能をもたらしうろどのような存立の基盤にもとづ 

いているのであろうか。この点について最後に簡単に 

ではあるがふれて本稿のしめく くりとする。

歴史的な形成過程の問題を別として，現在の間題に 

しぼって考えるならぜ，SAIH区の金厲プレス加工零趣 

経営は，:大量に密银L ていることにより，墨旧区内外 

のプレス加工の外注先を必要とする多様な発注者を弓I 

きよせている。この多様な発注者は，発注者ごとにみ 

れぱ，受注側ぎ細経営にとって，経営を維持するのに 

充分かつ安定的な発注量を保障するような存在ではな 

い。しかし，多様な受注先企業のいくつかをくみあわ 

せて，各零細経営の常時受注先とすることにより，個 

別筹細経営は，季節的な変動や藍のまとまりのなさ， 

景況による激しい变動等をカバーして，ある糖度経営 

の安定をはかりうる受注を確保しうるのである。また,- 

半端な变励の激し、納期厳守の要求の厳しい仕事であ 

るが故に相対的には高い受注工賃で受注しうるのであ 

る。

すなわち，大量に密集して存在して，雑多な不安定： 

な質加工仕i}?を多様にくみあわせて受注していること 

が，零細経営の存:立基盤であり，それを具体的に可能. 

にしているのが，墨1TJ区の地理上の位獄と大量に存在.

注( 1 0 ) 城柬地城が，機賊工業を巾心として発速した城ffr地域と與なり，输 M関連の雑貨生産の地としての性格を- 価で⑩く 

もって形成された：!:業地帯であ'ることのもつ親ホを，鹿史的には考慮すべきである。

(1りこれはあくまでも対的な安定性である。大盘に人を腐い，雇用労働力中心で経営を雄持しうる程の安定性ではな 

い。
G 2) ききとゥた例では， 1ほ1人当りの受注エ货でみて，都外のプレス加工小落細企業では,3千円位で受注されていると 

いうことである。これに对し勘旧区ではまUこも示したように， 1人 1 日の受y a :貧の最低は5 千円であ0 , 多くは. 
以上である。
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墨m IB:金.厲プレス加工零細経営の分 析 （下）

03)

するぎ細経営の間での横のつながりなのである。

それでは，このような零細経営に発法する側にとつ 

てのメリツ トは何であろう力、。簡堪にいえぱ，発注側 

が必要な《あ必耍な量だけ，納 !旧厳守で，必耍な加工 

ホ'容と品質レベルで，プレス加工工程を外注しうるこ 

とにあるといえる。との意味で，籍注侧企業にとつて 

きわめて負担のかからない形での自由な利用の可能性

こそが，最大のメリットであるといえよう。これを先 

に述べた，大量存在 . 特化，横のつながりによって， 

零細経常柴団は対応していくのであるが，都内の城鬼 

.城南地域以外にはこのような集団が存在しないこと 

もあり，受法:C賞的には他よりも高い仕事が，この地 

域に集まってくることになるのである。

(経济学部助手〉

注(13) 金属プレス加工零細経営の業主が，同業者が多いことをど う 受 け と め て い る ポ ^ し め  

有利とする業主が，4150^ (プレス加工の主要製品♦用途の部品を加工しているポ細経®数〉のクだ,でニニまよ!̂  
セいる。とれに対し不利と答えた業主は，80と20%弱にとどまつて-いる◊ (墨田区役所™区中小製造箱本

香.報告書1979年の原資料より）
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